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東かがわ市教育委員会の事務点検評価書委員会

　　　　　　　　　　
【総　括】

　　　１、 今回も前年の事務点検評価を生かした施策・事業が随所に見られるなど、良好で成果が上がっている。また、自らの事務点検評価にあたっては、「東かがわ市教育基本計画」に沿って、計画から実行、検証、改善という過程を重視して、今後に繋げていると思われる。なお、「東かがわ市教育基本計画」の見直しにあたっては、市長部局と一層連携して本市に即応した教育の振興につながるよう留意して欲しい。その際、市民に分かりやすく、簡明な計画になるよう心がけていただきたい。

２､　現在、本市では「東かがわ市学校施設整備構想」に沿って、学校再編事業に取り組み、特色ある学校づくりに向けた教育環境の整備充実に努めていることを高く評価したい。また、全国的にも先駆的な「土曜日授業モデル事業」は、教職員の負担軽減の方策など課題はあるが、工夫をこらし、教育活動の充実に主体的に取り組むことは望ましいことであり、さらなる発展を期待している。

　　 ３、 子どもたちがルールや法律を守り、豊かで康らかな心と健やかな身体
を持ち、自分に厳しく相手にはやさしく、「夢と志」を持って未来を拓いていくためには、家庭、学校、地域が連携して取り組むことが重要である。そのためにも、施策において、家庭・学校・地域が連携して、関係各課が横断的に実施できる事業の策定や工夫が望まれる。

　　 ４、 未来の地域防災リーダーとして子どもたちが地域を歩き、地域の方々
や専門家の力を借りて「地域の防災・安全点検」を行い、防災の提言と防災マップを作ることができるよう、引き続き検討して欲しい。これは防災のみならず、文化や観光、産業振興などにも当てはまるものであり、子どもたちが主役となる施策を望みたい。

　　

　　５、 いじめやいわゆる問題行動などで不測の事態が発生したときは、情報
は上司に早く報告し、組織全体で取り組まなければならない。「小さなことが結局、大事にいたる」ことを肝に銘じて対処されたい。不測の事態が起きないことにこしたことはないが、人は起きたときにどう対処したかによって評価される。悪いことは早めに芽を摘んでおくことが大切である。

いずれにしても、本市の事務点検評価は、関係各課がその意向を汲み取り、次年度の施策に反映させている。こうした姿勢が、本市の教育行政が先進的な動きとなり、注目を集めているものと推測される。その上で、地道な行政活動も重要であり、今後も東かがわ市の発展に繋がっていくことを期待したい。　　　　　　　　　　　　　　　　

　
以下、「東かがわ市教育基本計画」に基づく今後６年間にとるべき主な取組について記述します。
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